
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統合校の校章・校歌 

 校章・校歌について、公募を行った結果、校章は１３作品、校歌は９作品の応募がありま

した。第６回統合準備委員会では、校章については１３作品の中から３作品を、校歌につい

ては９作品の中から４作品を選定しました。 

 裏面に校章デザイン案・校歌案（歌詞のみ）を掲載しております。 

 

中間答申書を提出 

 第６回統合準備委員会で、統合校の校章デザイン

案・校歌案を選定したことに伴い、２月１３日（水）

に間嶋委員長が小西教育長を訪問し、中間答申書を

手渡しました。 

 

 

 

 答申内容 

 ○統合校の校章について 

  ・別紙校章デザイン案３案のいずれかの中から決定されたい。 

 

 ○統合校の校歌について 

  ・別紙校歌案４案のいずれかの中から決定されたい。 

 

校章・校歌が決定されるまでの流れ 

 統合準備委員会で選定した校章デザイン案・校歌案については、今後、教育委員会におい

て、選定方法を含め協議の上、更に絞り込みを行い決定することとなります。 
 
 

 

 

 

 

統合校の校章・校歌案を選定しました 

 平成３１年１月３０日（水）に第６回統合準備委員会が長沼町役場において

開催され、慎重に審議を行い、統合校の校章・校歌案を選定しましたので、お

知らせいたします。 

  平成 31年 2 月 22 日発行 第６号

長沼町小学校統合準備委員会 

庶務：長沼町教育委員会学校教育課 

T e l：0123-76-8026 

Fax：0123-88-0888 



◆校章デザイン案 

作   品 作品の説明 

 

 長沼の頭文字である「Ｎ」をベースに楽しさあふれ

る音符♪と背景には町のシンボルであるエゾヤマザク

ラを使用し、音符♪の右上がりの形状により学校や児

童が未来に向かって成長していく姿を表現している。 

 

 長沼町の“エゾヤマザクラ”をメインモチーフにし

て、“栄光”と言う意味合いのある月桂樹で包み、勉強

やスポーツなど色々な一番を目指して欲しいと言う想

いで一番星を上に掲げたシンプルなデザインにしてい

る。 

 

 長沼小学校の頭文字「Ｎ、Ｓ」を空に向かって羽ば

たく小鳥に見立て、五つの小学校の統合を象徴する五

角形の星の中に納めている。図形は小学校の「小」と

児童達の無限大「∞」の可能性も表しており、若葉色

とエメラルドグリーンがすくすくと成長する子供達を

イメージしている。 

 

◆校歌案（歌詞のみ） 
 
１．馬追の峰に 雲ながれ 光はおどる 朝の窓 あかるい笑顔 かわしあい 
  大きな夢を えがきゆく げんきな 長沼小学校 
 
２．四季さわやかな 夕張の 希望を奏で ゆく流れ ともに手を取り 助けあい 
  やさしい心 そだてゆく たのしい 長沼小学校 
 
３．空知平野の 天高く かがやく穂波 そよぐ風 みんな進んで 挑戦し 
  あらたな時代 めざしゆく はばたく 長沼小学校 
 
 
１．朝陽をうけて 芽吹きゆく いのちつどいし 学び舎に 明るく 清く 麗しく 
  絶えず溢れる水のように 手をとりあって 輪になって 心優しい マオイの子 
 
２．すそ野にそよぐ 美し風 個性の花が 咲き誇る 色とりどりに 幸わえて 
  喜びの歌 響かせて 自然とともに のびのびと みんなで笑う マオイの子 
 
３．大地に力 満ち満ちて 色あざやかに みのりゆく 四季はめぐりて すぎていく 
  変わらぬものを 抱きしめて 自分を信じ まっすぐに 夕日に映える マオイの子 
  光り輝く マオイの子 
 
 
１．馬追の丘を 右にたたずみ 大地のやさしさ 頬をなでる 稲穂の波を 
  追いかけながら 移ろう季節を 胸にしまう ふくらむ夢 抱えていこう 
  わくわくの種子 長沼のまちに 蒔こう 
 
２．遠く見下ろす 一本道が 紅い空へと つづく先に 舞い立つ鶴のように羽ばたく 
  未来の自分を 思い描く 見果てぬ夢 叶えていこう 風を追い越し 
  まっすぐ前を 見つめ さあ 歩こう この 仲間と 黄金の穂の 向こうへ 
  ふくらむ夢 抱えていこう わくわくの種子 長沼のまちに 蒔こう 
 
 
１．エゾヤマザクラ 色づきや カッコウの鳴き声 美しい 馬追の丘陵 
  石狩平野 自然の中に 長沼小 
 
２．いつも元気で のびのびと 優しい心で 助け合い 仲良く楽しく 
  未来へ進もう 夢の架け橋 長沼小 
 
３．大地ひろがる ふるさとで 学べる喜び かみしめて 自信と勇気を 
  育んでゆこう 友達たくさん 長沼小 みんなで誇ろう 長沼小 
  


